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Support after making the Area Management Plan

Planing for Area Management

地域マネジメント計画策定後のフォローアップ

農山村集落の未来を描く

　長倉集落には、住民が交代で務める役員による役員会と、住
民全員の意見をすり合わせる万雑という大きなシステムがある。
特に役員の中心には班長の役があり、
　① 班長が任期ごとに取り組む事業を定める
　② 万雑でその事業に取り組む合意を得る
　③ 実現に向けて役員会が企画をつめる
というわかりやすい体制が採用された。私たちの役目は、班長
や役員に対する企画の実現にむけた詳しい情報提供、万雑で合
意を得るための資料作成等を通じ、次々と周辺住民を巻き込み
ながら、集落の未来を皆が考える形を模索することである。

　典型的な中山間地域であり、過疎化に悩まされるこの集落には、一方で
密接な人間関係や、豊かな自然、文化的営みなどの資源も豊富に残ってい
る。それらを踏まえ、この集落が自身の力で存続していくために、集落の
人々と共に地域マネジメント計画を策定した。そして、その計画が実際に
実行に移されるにはどういったサポートが必要なのかを探ってきた。

　92％が山林である高山市は、旧高山城下町である高山市街地から延びる
五つの街道沿いに、集落が点在するという構造を持つ。2011 年度以降は、
活動の舞台を市街地から北へ、上宝町に位置する長倉集落へ移した。高山
文化の影響を受けつつも、斜面地という特殊な地形により独特の文化が育
まれた地域である。現在人が住んでいる地区だけで見ても、高低差 120m
もある傾斜地をはじめ、壮大な自然に囲まれている。

８月

９月

第一回現地訪問

秋万雑

役員会

役員会

7月役員会2011 年度を通して住民の皆さんと
ワークショップをしながら作成した地
域マネジメント計画書が印刷製本完
成！集落役員会でお披露目しました。

計画書に盛り込まれた事業の
うち、実行に移したいという
声の強いものについて、具体
的な検討を進めます。

今期取り組むことになったうちあかりプ
ロジェクト（PJ) についての詳細企画案を
複数提示し、具体案を引き出します。

うちあかり事業を皮切りに、今後役員会
と万雑が地域マネジメント計画にどう取
り組んでいくか、問題提起します。

数軒で実験点灯するうちあかりの照
明器具の様子を役員と一緒に確認し
ます。

全戸点灯にむけて、プロジェクトの
区切りに際して点灯式を行うことを
提案します。

具体的な検討を進める事業について「誰が、い
つ、どこで、何をやれば」実現にむけて動き出
せるのかをまとめた企画書を作成し、役員会で

話し合います。

臨時総会・秋祭り

春万雑

第二回現地訪問

第三回現地訪問

第四回現地訪問

第五回現地訪問

10月

11月

1月

３月
日常のうちあかり

ハレの日

役員会 万雑（総会）学生

提案

許可

サポート サポート

長倉集落ベースマップ

▲事業アイデアカード投票結果 アイデアから企画へ

▲全世帯が一堂に会す万雑

長倉集落の様子

地域マネジメント計画書
▲

赤・桃・黄・紫・白

草丈：30cm～80cm

開花時期：７月～９月

特徴：

一般に西日の当たらない

水はけ、水持ちの良い土

地を好む　

色：桃、黄、白、橙

草丈：50cm～150cm

開花時期：５月～１０月

特徴：

花期が長く、比較的温暖な

場所では 6月の後半に、冷

涼な地域では 8月に咲く。

9cmポット苗 420 円

春の彩り

夏の彩り

秋の彩り

球根３球 1050 円

実行プラン

１年目

２年目

３年目以降

実験

実行（植える）

改良（高木を切る）

種の選定
場所の選定

将来的に植えたい植物を、集落内に植えてみる。
１．国道からの見え方（色の密度、色合いなど）
２．開花時期（秋の草花なら、百観音例大祭の時
期に合わせられるか、など）
を記録、確認する。

いきなり植え込み想定箇所の全面に植えようとす
ると必要経費がかさむ。沿道に草花を植える場合、
はじめは部分的に固めて植える、その後は繁殖す
るように育てる、という方法もある。

国道からの景観をつくっていく上で、眺望点（眺
める場所）を設定することが望ましいと考える。
その眺望点から草花の景観を眺める際に、障害と
なる高木を伐採していくという方法が、高木を除
去しづらい状況の上では現実的だと思われる。

班長
プロジェクトA プロジェクト B 何もしない

役

役

プロジェクトA

プロジェクト C

プロジェクト B
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